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補助対象となる取組例
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補助対象となる取組例

公募枠組 取組の狙い 取り組み内容（例）

A.産地支援
産地の課題解決により、
フードサプライチェーン全体の
供給能力/安定性を向上させる

規模拡大、労働力不足、高齢化等に対する産地支援
（収穫等機械の貸与、作業の人的支援など）

夏期の高温など気象変動に対する産地支援
（種苗提供、潅水設備支援など）

スマート農業技術など生産高度化に対する産地支援
（ドローン、草刈りロボなど）

B.産地連携

契約栽培の強化等により、
農業生産の変動リスクを川下
（食品製造業側）へ分散し、
農業経営及びフードサプライ
チェーンの中長期の安定を図る

短期の数量契約栽培（月～年単位）

中長期の数量契約栽培（年～数年単位）

圃場レベルの全量契約栽培（買取保証契約）

A.「産地支援」(調達先産地の課題解決)や
B.「産地連携」を通じて

産地とともに成長する取り組みを支援します
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取組Aと取組Bの関係性

取組B【産地連携】
「工場に設備投資し、
国産原材料の製品を開発・製造・増産！」
「産地と連携して、国産の仕入量を増やす！」

取組A【産地支援】
「国産の調達量増、調達の安定性・持続性を
高めるために、産地の機械化・栽培技術・種
苗提供など支援！」

国産調達量増加のための取組として

「持続性」・「具体性」・「積極性」
がより高い取組Aにもチャレンジ！

取組Aは採択において
加点項目です。

「取組B：産地連携」でご検討中のかたも、
産地からの仕入量拡大のための具体的アクションとして、

ぜひ「取組Ａ：産地支援」もご検討ください！
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取組A：栽培工程別の「産地支援」取組イメージ

工程 産地課題 支援内容例

土づくり

✓ 土壌悪化
による収
量・品質低
下

〇土壌改良に関する機器の提供
－排水対策、心土破砕、均平化の機器など

播種

✓ 気候変動
等で品質/
収量低下

✓ 収益性低く
担い手少

〇産地課題や加工課題解決に資する種苗の提供
－耐暑性品種
－多収/省力品種
－国産に適した品種
－加工用に適した品種

草刈り

✓ 減農薬、
収量・品質
向上に重
要だが、手
作業も多い

〇スマート草刈り機の貸与・提供
－畝間用小型草刈ロボット
－ラジコン畦畔草刈り機
－果樹園地など向け、ロボット草刈り機
－水田除草機

麦類や夏・秋まき野菜などは、
本事業期間中に
種苗提供可能。

近夏秋の草刈りに
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取組A：栽培工程別の「産地支援」取組イメージ

工程 産地課題 支援内容例

栽培
管理

✓ 防除手間
✓ 管理ノウハ
ウ低下

✓ 収量・品質
低下

〇防除の効率化に資する機器の提供
－農薬散布用ドローン、ブームスプレイヤー
－自律走行型農薬散布ロボット

〇栽培管理の専門的指導（技術指導）
－防除・栽培管理の専門指導・コンサルティング

収穫

✓ 多くの品目
で最も手間
がかかる工
程

〇収穫機械の産地への貸与
－（米麦大豆）収量センサー付・無人コンバインなど
－（露地野菜）業務加工用野菜収穫機

レタス、キャベツ、ブロッコリー、枝豆、玉ねぎ
大根、人参、ほうれん草、いも類 ほか

－（施設野菜）自動収穫ロボット
ピーマン、トマト、いちご ほか

－（果樹）栗ピッカー、果実収穫ロボ、ほか

洗浄
選別

✓ 収穫と並ぶ
ネック工程、
基準目合
わせも課題

〇洗浄・一次選別機器の産地への貸与
－重量選別機、色彩選別機など
（にんじん、だいこん、えだまめ、しいたけ、いちご、トマト、
じゃがいも、さつまいも、さといも、かぼちゃ、
さくらんぼ、ピーマン、きゅうり、ほか）

近秋・冬の収穫に
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参考：「産地支援」の取り組み事例
R5年度農林水産省補助事業
「食品原材料調達リスク軽減対策事業」事例集より

https://jmac-foods.com/genzairyou/r5/jirei/pdf/R5_jirei.pdf

https://jmac-foods.com/genzairyou/r5/jirei/pdf/R5_jirei.pdf
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産地支援・産地連携は、「産地のため」のみならず

１．技術導入による生産性向上
生産者単独では難しい技術投資などにより農業生産現場へ技術導入を行い、

生産性向上・品質向上を図り、バリューチェーン全体の競争力を向上する。

２．バリューチェーン全体リスクの軽減
川下企業が、契約栽培や技術投資等により農業生産リスクの一部を負担することで、

個別の生産者が負担しているリスクをバリューチェーンに分散する。

３．取引の安定性・安全性の向上
売り手は計画的に栽培でき、買い手は農産物の均一性や安定供給が確保できるとと
もに、生産過程の情報を共有するなどにより、トレーサビリティも担保できる。

産地支援・産地連携で、フードバリューチェーン全体の
競争力・持続可能性をたかめましょう！
※取組Aも積極的にご検討ください

※産地支援・産地連携は農産物に限らず、農畜水産すべての業種が対象です。
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